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フロベールのプレイヤッド版
『書簡集』卑見
「ペローの童話」をめぐって一
玉　井　崇　夫
　フロベールはルイーズ・コレに宛てた手紙（1852年12月17日）で〔1），シャ
ルル・ペローの『童話』を称賛して，次のように書いている。この時期，フ
ロベールは遅筆を嘆きながら『ボヴァリー夫人』の第2部3章（エンマが乳
母を訪ねる場面），すなわち全体の四分の一をやっと書きあげたところだっ
た。
　最近，ペローの童話を読みました。素敵な，実に素敵なものですよ。
こんな文章をどう思いますか。「お部屋はとても小さかったので，美し
い衣装の裾が拡がりきらないほどでした。」実に感じが出ているでしょ
う，ね？　それからまた，「国という国から王様方がお越しになりまし
た。お輿に乗ってこられた方もあれば，二輪馬車に乗ってこられた方も，
はるばる遠くからお越しになった王様は，象や虎や鷲に乗っていらっしゃっ
たのです」。（『フローベール全集』第9巻（書簡H），筑摩書房，1968，
pp，108－109）
　フロベールが名文として引用した「ペローの童話」二例（上記和文で「」
の箇所）のフランス語は，次のとおりである。
“La　chambre　6tait　si　petite　que　la　queue　de　cette　belle　robe　ne
pouvait　s’6tendre．”
‘‘ hl　vient　des　rois　de　tous　les　pays；les　uns　en　chaises　a　porteurs，
d’autres　en　cabriolets　et　les　plus　610ignes　mont6s　sur　des　e16phants，
sur　des　tigres，　sur　des　aigles．”（Gustave　Flaubert：Correspondance
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3～Conard，1927，　PP．67－68）
　ペローの『童話』は，児童書によく知られた散文の「眠れる森の美女」
「赤ずきん」「サンドリヨン」など8篇のほかに，韻文で綴られた3篇が集録
されている。手紙の引用二例は，それら韻文作品のひとつ「ロバの皮」Peau
d’Aneからの二箇所と思われるが，上記のフランス語に見るように，いず
れも散文である。すると，ペローの原作ではないということになる。といっ
て，手紙の趣旨から見て，フロベールが勝手に散文訳したとは考えられない。
　ちなみに，該当する二箇所のペロー原文を挙げておくと，次のとおりであ
る（Charles　Perrault：Contes　de　Perrault，　Garnier，1967）。参考までに和
訳も添えておこう（朝倉朗子訳『ペロー童話集』岩波文庫，1985）。
De　la　Lune　tant6t　la　robe　elle　mettait，
Tant6t　celle　o心le　feu　du　Soleil　6clatait，
Tant6t　la　belle　robe　bleue
Que　tout　l’azur　des　Cieux　ne　saurait　6galer，
Avec　ce　chagrin　seul　que　leur　trainante　queue
Sur　le　plancher　trop　court　ne　pouvait　s’6taler．（op．　cit．，　P．66）
［ある時は月の色のドレスを，
ある時は太陽の炎が燃えるドレスを，
またある時は空の青さもかなわぬ
美しいブルーのドレスを着るのでしたが，
悩みといったらただ一つ，引きずるほど長い裾を
狭すぎる床の上に拡げられないこと。］（上掲書，p．117）
Le　Monarque　en　pria　tous　les　Rois　d’alentour，
Qui，　tous　brillants　de　diverses　parures，
Quittさrent　leur　Etats　pour　etre　ti　ce　grand　jour．
On　en　vit　arriver　des　climats　de　l’Aurore，
Mont6s　sur　de　grands　E16phants；（op．　cit．，　pp．73－74）
［王は近隣の諸国の王たちを全部招き，
王たちはみなさまざまの装身具で輝かしく飾りたて，
晴れの日に間に合うよう国を出ました。
東の国から到着した王たちは
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大きな象に乗って来ました。］（上掲書p．135）
　筆者（玉井）は，学生時代から久しくコナール版の『書簡集』（全9巻と
補遺4巻）で，フロベールの手紙を愛読してきたが，このペローの引用箇所
が散文になっていることを迂闊にも見逃していた。
　ガリマール社のプレイヤッド版で，硯学のジャン・ブリュノーJean
Bruneauによって抜本的な検証がなされ，再編纂されたフロベールの『書
簡集』第1巻が刊行されたのが1973年だった。最後の第5巻と別巻「索引」
が出たのが，2007年であった。その頃から，大学院の授業で，この新版を
随所取りあげて読み進めてきたのだが，とりわけ巻末捕注の精緻な考察に学
ぶことが多かった。当該の引用箇所についても思いがけない指摘（発見といっ
てもよい）と思われるが，これに触れた論評を今日まで見聞きしたことがな
い。それが気になり，残念に思っていた。そこで管見を畏れず，ちょっと言
及しておく次第である。
　まずは前掲の原文二例について，ジャン・ブリュノーの巻末補注を紹介し
ておこう。
Ces　deux　phrases　proviennent　non　du　conte　de　Perrault，　mais
d’une　adaptation　en　prose，　anonyme，　publi6e　en　1781　par　le　libraire
Lamy．　Gilbert　Rouger　commente：（Correspondance∬，　Gallimard，
1937，notes　et　variantes　p．1123）
［これら二つの文章はペローの童話からではなく，1781年にラミ書店よ
り刊行された匿名作家の散文訳からの引用である。ジベール・ルージェ
は，次のようにコメントしている。コ
　そして，自らも知らなかった発見として（2），ジルベール・ルージェ（1967
年，ガルニエ社から刊行された『ペローの童話』の編者）の「解題」の一部
を略述している。この際，このテキストの「解題」から，該当する全文を引
用しておこう。
C’est　dans　r6dition　des　Contes　de　Perrault　publi6e　en　1781　par　le
libraire　Lamy　qu’apparait　pour　la　premiさre　fois　la　version　en　prose
apocryphe　de　Peau　d　’A　ne－pr6c6d6e　d’une　epitre　a　Mlle　El60nore　de
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Lubert，　femme　de　lettres　du　temps（1710－1779）一，　m6diocre　paraph－
rase　qui，　depuis，　a　trop　souvent　pris　la　place　du　texte　original．　II　est
piquant　de　constater　que　les　pr6f6rences　de　Flaubert，　lorsqu’il
d6couvrit　les　Contes　de　Perrault，　sont　al16es　a　cette　Peαu　d　’A　ne　en
prose．（Peau　d’Ane，　No　tice　in　Contes　de　Perrault，　Garnier，1967　p．55）
［初めて作者不明の「ロバの皮」の散文版が現れたのは，1781年ラミ書
店で刊行されたペローの童話に於いてである。これは，当代の女流文学
者であったエレオノール・ド・リュベール嬢（1710－1779）の書簡詩に
先がけたものであり，それ以来，大抵この平俗な散文版が原文作品に取っ
て代わることになった。フロベールがこのペローの童話に出会ったとき，
彼の感心が散文の「ロバの皮」に向かったことが分って，，なるほどと思
わせる。］（玉井拙訳）
　勿論，フロベールはペローの原作「ロバの皮」が韻文であることは承知し
ていたはずである。当時，フロベールは妹が産褥で亡くなった後，遺児を引
き取り養育していた。この6歳になる姪の読書指導のため，たまたま手にし
たのか，その散文に戸惑いながらも，何か不思議な違和感（魅力）を感じた
のだろう。『ボヴァリー夫人」の執筆に苦吟している最中だったので，いわ
ば散文の文体実験に腐心していたので，過敏なアンテナに響くものがあった
に違いない。少なくとも，この時のフロベールの目には，ジルベール・ルー
ジェのいう単なる「平俗な散文版」とは映らなかったはずである。
　ぺm一の童話といえば，何といっても「赤ずきん」を一番に挙げなければ
ならないだろう。フロベールは幼い姪のカロリーヌに読み聞かせてやったの
だろうか。彼の書簡には，それを明らかにする記述がない。一方，カロリー
ヌ・フランクラン・グルーCaroline　Franklin　Groutには，伯父を語った
『懐かしき思い出』Souvenirs　Intimesと題する回想がある。常日頃，フロ
ベールは「どんな本でもよく書けていれば，読ませて悪いということはない」
と言っていたという。万物はあるがままであって，独自の自然さを備えてい
る。そこに道徳も不道徳もない。ただ，自然を再現する作家の魂が，その自
然を偉大にも，美しくも，明るくもするし，また貧弱にも，醜悪にも，陰欝
にもする。「立派な書物でしかも卑狸だなどというものはあるわけがない」
というのが伯父の口癖であったと述懐している。これは極めてフロベールの
人間と文学の正鵠を射た証言である。
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　モーパッサンはフロベールにとって，心情的にも文学史的にも息子のよう
な存在だった。このモーパッサンへ宛てた手紙（1880年2月19（16）日）
でも，ペローの童話を話題にしている。「美しいものは道徳的なのだ。それ
だけの話であって，それ以上の何ものでもない」。アリストファネス，ホラ
ティウス，ヴィルギリウスなどギリシア・ラテンの古典作家たち，シェイク
スピア，セルバンテス，ゲーテ，バイロンなどの外国作家たち，フランス文
芸の源流であるラブレー，モリエール，ヴォルテール，ルソー，シャトーブ
リアン，そしてペローの名前を続けて挙げている。
　ところで，余談になるが，坂口安吾はペローの童話の中で「赤ずきん」を
偏愛して，次のように語っている。（坂口安吾「文学のふるさと」『定本坂口
安吾全集』第7巻，冬樹社，昭和42年pp．111－112。初出：雑誌「現代文
學」（大観堂）昭和16年8月号）
　ここに，凡そモラルというものが有って始めて成立つような童話の中
に，全然モラルのない作品が存在する。しかも三百年もひきつづいてそ
の生命を持ち，多くの子供や多くの大人の心の中に生きている一これ
は厳たる事実であります。
　シャルル・ペローといえば「サンドリョン」とか「青髭」とか「眠り
の森の少女」というような名高い童話を残こしていますが，私はまった
くそれらの代表作と同様に，「赤頭巾」を愛読しました。
　否，むしろ，「サンドリヨン」とか「青髭」を童話の世界で愛したと
すれば，私はなにか大人の寒々とした心で「赤頭巾」のむごたらしい美
しさを感じ，それに打たれたようでした。
　なるほど，「可憐な少女がただ狼にムシャムシャ食べられているという残
酷ないやらしいような風景」は，モラルの欠落した描写といえよう。だが，
ここでいうのは，フロベールが文学の対極においた社会規範としてのモラル
である。そんなモラルは，童話にありがちの迎合的なセンチメンタリズムで
しかない。ペローの「赤ずきん」にはそんな甘やかしはない。少女は立派な
レアリストである。安吾の目にはそう映っていたはずである。戦後の焼け跡
で，皆な虚脱，放心，疲弊した中で，さわやかに笑っていたのが少女たちで
あることを，彼は知っているのだから。「食べられました」，この物語の結末
はこれでなければならないというのだ。
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　童話が「宝石の冷たさ」のように伝わってくるのは，「生存それ自体が孕
でいる絶対の孤独」があるからであり，「文学のふるさと」はそこにしかな
いと，安吾は看破するである。
《注》
（1）　この冒頭に挙げた手紙（12月17日）は，コナール版（1927年）からの引用
　　である。後ほど詳述するプレイヤッド版（1973年一2007年）では，日付が「12
　　月16日」に改められている。巻末の補注Notes　et　variantesに，その理由が
　　次のように述べられている。一手紙の原文は所在不明。コナール版の編者ル
　　ネ・デシャルムによると，手紙は「12月17日」の日付になっているが，受信
　　者のルイーズ・コレがこの手紙に「12月16日」と書き入れをしていたようで
　　ある（国立図書館所収の資料）。
　　　ついでに言えば，コナール版では，この手紙の書き出しの部分が10行ばか
　　り省略されていたが，プレイヤッド版に於いて復元されている。
（2）　ブリュノー自身も気づいていなかったようで，「この情報について，ジャン
　　ヌ・モルガン嬢に感謝する」と追記している。
（2012年9月11日）
151
